
JR成田線を佐倉駅方面に向かって走る、211系 3000番台普通電車（滑河駅～下総神崎駅間）
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N a r i t a  L i n e  P a r t : 1

◆成田線の歴史
◎1897年（明治30年）
　1月19日　成田鉄道（初代）佐倉駅～成田駅間
　　　　　　が開業。
　12月29日　成田駅～滑河駅間が開業。
◎1898年（明治31年）2月3日
　滑河駅～佐原駅間が開業。
◎1901年（明治34年）
　2月2日　成田駅～安食駅間が開業。
　4月1日　安食駅～我孫子駅間が開業。
　8月10日　松崎駅・小林駅が開業。
◎1902年（明治35年）7月1日　久住駅が開業。
◎1920年（大正9年）9月1日
　成田鉄道が国有化され佐倉駅～佐原駅間、成
　田駅～我孫子駅間が成田線となる。松崎駅を
　下総松崎駅に改称。
◎1926年（大正15年）4月1日　大戸駅が開業。
◎1931年（昭和6年）11月10日
　佐原駅～笹川駅間が開業。
◎1933年（昭和8年）3月11日
　笹川駅～松岸駅間が開業。
◎1958年（昭和33年）4月1日　新木駅が開業。
◎1987年（昭和62年）4月1日
　国鉄分割民営化により東日本旅客鉄道に承継。
◎1991年（平成3年）3月19日
　成田駅～成田空港駅間の支線が開業。
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（特急）E259系（成田エクスプレス）
初代「成田エクスプレス」253系を全て
置き換えるために開発された特急専用
車両で、2009年（平成21年）10月1日から
営業運転を開始しました。先頭車両の
「N'EX」のロゴマークが印象的です。

（普通）211系3000番台（普通）209系2000番台

（快速）E217系 （特急）あやめ　E257系
2004年から投入され、房総特急のイメー
ジカラーであるホワイト（夏のビーチ）を
ベースに、ブルー（深みのある太平洋）・イ
エロー（明るい陽光と房総に咲く菜の花）
によってデザインされています。

211系は、1985年に登場した車両です。
成田線には、2006年10月から投入さ
れ、黄色と青の帯は房総カラーとして
親しまれています。

1994年に登場した快速専用車両です。
現在は、快速・通勤快速として久里浜駅
～東京駅～成田駅～香取駅間を運行
しています。

　JR成田線は、佐倉市の佐倉駅～銚子市の銚子駅間の本線と、我

孫子市の我孫子駅～成田市の成田駅を走る我孫子支線、成田駅か

ら成田空港駅間の空港支線の3路線から成るJR東日本の鉄道路

線です。第1回目の今回は、佐倉駅～銚子駅を結ぶ「本線」を紹介し

ます。この本線を走るほとんどの電車は、東京方面へ直通する佐倉

駅～成田駅間の成田空港アクセス列車で、成田空港への連絡鉄道

としての役割がメイン。運転間隔は成田駅～佐原駅・香取駅間が1時

間に1～2本、佐原駅・香取駅～松岸駅・銚子駅間が1本程度です。路

線内には、関東の小江戸と称される歴史の街の玄関、佐原駅や成田

山新勝寺への参拝客でにぎわう成田駅があり、秋の行楽シーズン

から新年の初詣の時期には、1年のうちでも特に乗降客の多い季節

を迎えます。

総武本線・佐倉～松岸間を迂回するように開通。
成田山や佐原など観光名所をつなぐ路線。

h
i
s
t
o
r
y

成田線に、2009年10月から登場した
車両です。車体がとても軽く、使用電
力が少ないのが特長。トイレも設置
されています。

JR成田線を佐倉駅方面に向けて走る
209系2000番台普通車両
（滑河駅～下総神崎駅間）



下総豊里駅付近では利根川
と至近距離で並走します。左
側の車窓からは青空を映し
て流れる青 と々した水面がす
ぐ近くに見え、対岸にある茨
城県神栖市に建設された風
力発電の風車塔が何基も並
んでいるのが見えます。
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スペシャルビューポイントスペシャルビューポイント 佐原の街並みと小野川！

左車窓に利根川の河川敷を眺め
ていると、滑河駅手前で「宝船」の
形をした展望台がある下総利根
宝船公園が見えました。

住宅地が続く中、成田駅の少し手前の左側前方に
白い大きな建物が現れました。東京オリンピック
開催の1964年に第1期工事が完了したエスエス
製薬の成田工場です。日本を代表する医薬品メー
カーの生産活動の拠点として、その後も施設拡
充を続けてきました。

久住駅のホームを出発するやい
なや、右側の線路のすぐそばに
「スカイウェイカントリークラブ」
のコースが迫ってきます。

成田駅を出た電車は住宅地の中
を走ります。すると右側の窓に、
成田山新勝寺の「平和大塔」が色
鮮やかに見えてきました。

佐原駅と香取駅のほぼ中間
辺りの左車窓に、雄大な景観
と融合した道の駅「水の郷さ
わら」がありました。

写真はダミーです。（撮影進行中です）

A

　佐倉駅から乗車した成田線本線の旅。
電車は、田園地帯と住宅地の間を走り抜けて
いきます。成田駅を過ぎ国道408号を越える
とまもなく、線路は単線になり、さらにのど
かな直線コースが続く利根川の堤防沿いを
行きます。佐原駅や香取駅では高校生を乗せ
て走る通学電車の様相になり、小見川駅や笹
川駅では、お年寄りたちの乗降が多いのが印
象的でした。また、笹川駅の手前辺りから利
根川との距離が近づき、対岸に広がる茨城県
の鹿島臨海工業地帯や神栖市に設置されて
いる関東地方最大の風力発電所の風車が
間近に眺められました。

JR成田線（本線）に乗って。

大戸駅を発車してすぐ、右
側の車窓に美しい形をした
タワーが映り込んできまし
た。森の中から姿を現した
のは佐原テレビ中継放送局
の電波塔です。

笹川駅に近づく頃、左車窓の
利根川の対岸に茨城県の鹿
島臨海工業地帯の煙突が見
えました。

I

佐原駅

●成田線で発見したお土産＆お手軽グルメ！

菜花の里 JR成田駅前店 仏蘭西料理よしや

成田駅

（佐原駅改札から徒歩約5分）（成田駅改札から徒歩1分）

●黒平（くろべら）まんじゅう　
　1個　￥75（税込）

●ランチコース（A）
　前菜・スープ・魚または肉料理・パン・
　デザート・飲み物

　￥2,100（税込）木のせいろに竹すだれと蒸し
布を敷いて蒸し上げる、昔な
がらのせいろ蒸しの製法で
作った「蒸しまんじゅう」。黒糖
の風味が香ばしい皮と北海道
十勝産の小豆餡が奏でる「しっ
とりモチモチ」の食感。

小野川に架かる開運橋のたも
とにある「よしや」は、明治33年
に建築された日本家屋とフレ
ンチレストランのミスマッチが、
不思議に心地良い空間です。季
節の食材を使った料理をお箸で
いただくのが「よしや」流です。
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　佐原駅を発車してまもなく、右車窓

に佐原の旧市街地を流れる一級河川

の小野川が見えてきました。下流付近

には伝統的な建造物が数多く残って

いて、それらの建造物群の保護地区に

選定されています。両岸に続く柳の木

の枝が川面に映るノスタルジックな景

観が、観光客の目を楽しませています。
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成 田 山 新 勝 寺 伊 能 忠 敬 記 念 館

JR成田線で行く、お楽しみスポット！家族で出かけよう。

佐原の小野川に架かる開運橋の
欄干に鯉のオブジェ！

駅前発見！
探してみよう！
駅前発見！
探してみよう！

調べてみよう！　
成田線クイズ？
調べてみよう！　
成田線クイズ？

2012.1（次回発行／2012年2月23日）写真提供・撮影協力／菜花の里　よしや　成田山新勝寺　伊能忠敬記念館

　伊能忠敬は、江戸時代の中期に日本全国を測量して歩き、日
本初の実測による正確な日本地図を作り上げた人物として知
られています。50歳で本格的に測量を学ぶために江戸へ出る
まで酒造業を営み、村政に励んでいた佐原には、伊能忠敬の人
生を年代ごとに追い、その人物像と業績を紹介する記念館が
あります。測量に用いた当時の器具や地図の世界を多角的に
展示する他、佐原や忠敬氏についてのクイズやゲームをコン
ピュータを使って楽しんだり、大型スクリーン映像で伊能忠敬
の成し遂げた科学的偉業を実感できるコーナーも用意されて
います。また、小野川を挟んだ向こう側には、店舗と母屋で構
成された伊能忠敬の旧宅があります。屋敷内の土蔵も含めて
国指定史跡になっている貴重な建築物です。

▲

▲

導入部分▲

　かつては利根川水運の中継基
地として栄えた水郷佐原は、今も
土蔵造りの商家や町家が残り、
当時の面影を伝えています。そん
な伝統的な建造物保存地区の入
り口となるのは、小野川に架かる
「開運橋」です。橋の欄干には、開
運橋の名前にふさわしく、おめで
たい「鯉」のオブジェが取り付け
られていました。川縁のしだれ柳
とマッチして趣きある雰囲気を
演出しています。

成田線本線の停車駅
「酒々井」駅の読み方は？
1.しゅしゅい

2.ささい

3.しすい

※正解は次号紙面で！

※前回のクイズの正解。常磐緩行線

　が直通乗り入れしている路線は？

　「1」地下鉄千代田線でした。

沿線には、昔から江戸っ子に親しまれていた成田山新勝寺や
「北総の小江戸」と称されてきた水郷佐原など、全国的にも知
名度の高い見どころがあります。伝統と歴史に裏付けられた
そぞろ歩きスポットが、駅から近い場所にあります。

三重塔

▲

▲

初詣でにぎわう、
大本堂前

お護摩ご祈祷 
（大本堂内） 秋の成田山公園

　「成田のお不動さま」の愛称で親しまれている成田山新勝寺
は、真言宗智山派の大本山で、関東三不動の1つとして知られて
います。天慶3年（940年）に寛朝大僧正によって開基されて以
来、1,000年もの歴史を持つ全国有数の霊地です。成田市を代
表する観光地でもあり、お正月の3が日だけで約300万人、年間
1,000万人の参拝客が訪れます。御本尊不動明王は、嵯峨天皇
の勅令によって弘法大師が敬刻開眼した尊像と伝えられ、大本
堂では毎日お護摩ご祈祷が行われ、交通安全自動車ご祈祷所も
あります。また、広い境内には、三重塔・仁王門・釈迦堂・光明堂・
額堂の5棟の国指定重要文化財の建造物があり、毎月さまざま
なお祭りや催し物が行われています。

佐原時代▲記念館の外観▲

地図の世界▲全国測量へ▲ 伊能図の完成▲


